
審議会等の会議結果報告 

  

１．会 議 名 令和 8年度第 2回松阪市文化センター運営委員会 

２．日 時 
令和 8年 10月 2日（金） 

午後 7時 00分から午後 8時 00分 

３．場 所 農業屋コミュニティ文化センター 

４．出席者名 

(委員)  ◎森本小百合、馬場弘幸、牧田研介、長百合子、塩谷明美、 

冨保孝之、繩手文人、木川真一 (◎委員長) 

8名出席 

(事務局) 松阪市民文化会館 北河館長、中川主幹、磯田 

嬉野ふるさと会館 久保館長、松田主任 

文化課 梶間課長補佐 

6名出席 

５．公開・非公開の別 公開 

６．傍聴者数 無し 

担当 

松阪市川井町６９０番地 

松阪市民文化会館 

担当者 館長 北河享 

電 話 ０５９８－２３－２１１１ 

ＦＡＸ ０５９８－２３－２１１４ 

e-mail bunka.kai＠city.matsusaka.mie.jp 

 

議題 

１． 令和 8年度自主事業予定について 

２．令和 9年度自主事業案について 

３．その他 

 

議事録 

   別紙 

 



令和 8年度第 2回松阪市文化センター運営委員会議事録 

 

日 時 令和 8年 10月 2日（金）19：00～20：00 

場 所 農業屋コミュニティ文化センター 

出席者 【委 員】◎森本小百合、馬場弘幸、牧田研介、長百合子、塩谷明美、冨保孝之、 

繩手文人、木川真一 8名出席 (◎委員長) 

       【事務局】松阪市民文化会館 北河館長、中川主幹、磯田 

嬉野ふるさと会館 久保館長、松田主任 

文化課 梶間課長補佐  6名出席 

 

◎議 題 

１．令和 8年度自主事業予定・実績について 

令和 8 年度自主事業予定・実績について説明。クラギ文化ホール実績 5 事業、予定 6 事業、農

業屋コミュニティ文化センター実績 2 事業、予定 1 事業、嬉野ふるさと会館実績 3 事業、予定 1

事業を説明。また、文化芸術団体共催事業として、実績 3事業、予定 2事業を説明。事業の概要、

入場者数、アンケートによる満足度などについて報告した。 

 

主な議論・意見内容 

・嬉野映画会について、6 月に説明があったときから事業費が上がっているが、どのような理由

がありますか。 

→（事務局）当初は映画の借り上げ費を予定額として計上していたが、実際には消耗品費などの

雑費がかかったためです。 

・マツケンサンバコンサートに行きました。松平健さんの衣装が曲ごとに変わり、とても楽しく

見ることができました。 

・ファミリー倶楽部会員が増えることは、今後のイベントの周知も直結するのでとても良いこと

だと思います。引き続き集客が見込めるイベントを企画してください。 

 

３.令和 9年度自主事業案について 

 今回の方針では、子供たちが文化に触れる機会を提供できる事業を中心に行っていきたい。ま

た、クラギ文化ホールではより多くの人に訪れてもらえるような著名なアーティストの誘致を進

めていきたい。 

 

主な議論・意見内容 

・館長の挨拶でクラギ文化ホールが会館 45周年を迎えるということでしたが、それに対するイベ

ントは何か企画をしていますか。 

→（事務局）45周年ではイベントとしては企画をしておりません。10年周期で企画をしていく予

定です。ただし、チラシやロビーに 45周年を迎えたということを示していきたいと考えています。 

・ファミリー俱楽部会員が増えて良いことだと思いますが、1 年で期間が切れてしまうのではせ



っかく加入した人が、加入したイベントのみで有効期限を迎えてしまうようでもったいない気が

します。有効期限を 1年から 2年に延ばすということも検討いただければと思います。 

→（事務局）ありがとうございます。検討いたします。 

・マツケンさんやおかあさんといっしょのコンサートのチケットは他の会館より安いと思うが、

会館的に収益はありますか。 

→（事務局）マツケンサンバコンサートでは少しだけ黒字化しました。ただ、市民文化会館は松

阪市の直営の施設であるため、必ずしも収益化を目指さなければならないという訳でもございま

せん。イベントによっては、市民の皆様に観てもらえるように黒字化を目指していないものもご

ざいます。この点においては直営の良い点の一つかと考えております。 

 

４.その他 

・第 3 回運営委員会の開催日は 2 月 17 日（水）19 時、会場は農業屋コミュニティ文化センター

リハーサル室とした。 


